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  大名自身やその夫人・子ども達の私的な生活の場「奥」で、身の回りを飾ったり、使用した道具、また教養を高めたり、趣味や遊びに用いた道具を奥

道具という。大名の華やかな生活をしのばせる豪華な蒔絵の調度品は、婚礼の際の入輿道具に多い。その種類は、香道具・化粧道具・文房具・飲食器、

旅道中具・遊戯具・楽器など多岐にわたる。

　王朝文化の伝統をひく貝合せや聞香は、単なる遊びではなく、武家の婦人に欠かせない教養だった。楽器の演奏も、たしなみの一つである。古くか

ら宝物視されていた古筆や古画はもとより、江戸時代の狩野派・土佐派の作品や、浮世絵なども愛好されていた。

　名品コレクション展示室

【婚礼調度】
奥道具の代表は、大名家に嫁いだ姫君たちが持参した婚礼調度である。婚礼は武家にとって政治力や財力、家の格式を象
徴する、最も華やかで重大な儀式であった。婚礼の際は、身の回りで用いられる調度類一式が、統一された意匠のもとに用
意された。豪華な蒔絵の調度品（香道具・化粧道具・文房具・飲食器・遊戯具・楽器など）をはじめ、絵画や書籍といった
品々も武家女性の教養やたしなみに必須であり、その種類は多岐にわたる。


